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全国盲学校フロアバレーボール大会 

教頭 吉田 千波 

今年も暑い夏で教室は窓用エアコンが活

躍しました。やっと涼しくなったと思った

ら秋はあっという間に過ぎ去り、年末が近

づいていました。本校もエアコン設置の工

事が終わり、来年の夏から教室は過ごしや

すくなるのではないでしょうか。 

さて、今年度夏季休業中の８月 19 日

（火）から 21日（木）の３日間、本校が

主管する「全国盲学校フロアバレーボール

北海道大会」が「北海きたえーる」で開催

されました。全国各地区の予選を勝ち抜い

た盲学校のチームが来道し、熱い試合を繰

り広げました。本校スポーツ部も出場し、

惜しくも入賞は逃しましたが、粘り強く戦

い一勝をあげることができました。会場に

来てくださった方々の声援のおかげです。

チームとしては惜しくも入賞には至りませ

んでしたが、大会の「ベストシックス」に

本校のキャプテンが選ばれました。生徒た

ちは大観衆の中で堂々とプレーし、勝利の

喜びも悔しさも、すべてがかけがえのない

経験となったことと思います。 

活躍したのは選手だけではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会に向けてポスターやテーマソングの制

作、全国の選手のみなさんに配付する記念

品のマスコット作製、開会式での国歌独唱

とファンファーレの演奏は、本校生徒が担

当しました。また、歓迎セレモニーでは本

校の小学部児童数人とコンサドールズが応

援ダンスをボランティアの大学生、協賛企

業のマスコットとともに披露し、チームの

皆さんにエールを送っていました。学校全

体で取り組んだ大会、教育的な価値のある

活動となりました。 

本校だけではありません。バレーボール

大会の審判やチーム対応等の係として道内

３校の各盲学校から先生方が参加してくだ

さいました。盲学校の協力体制の強さが感

じられます。そして、盲学校以外にも、北

海道札幌高等養護学校の生徒が木製のトロ

フィーを作っていただきました。 

多くの皆様や協賛企業等からのご協力・

ご支援があり、大会を盛況で終えることが

できました。 

 

 

 

 

 

 

今年度も残すところ 3カ月ほどとなりま

した。皆様には、引き続き、本校の教育活

動へのご理解とご協力をお願いします。 
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幼稚部ピクニック 

教諭 島貫 麻衣子 

９月 12 日（金）に百合が原公園へ行っ

てきました。バス、地下鉄、バスと２回も乗

り換えて現地に向かいました。 

到着すると、ハロウィンのかぼちゃが飾

られたフォトスポットで記念撮影タイム。 

たくさんの種類のかぼちゃを触ったり、大

きなかぼちゃに座ったりしながら、ほっと

一息つきました。 

その後、待ちに  

待ったリリートレ

インに乗って、園

内 1 周の旅に出か

けました。発車す

るとサイロが見えてきたり、踏切の音が聞

こえたり、ダリアやコスモスといった季節

の花が咲いていたりと普段なかなか体感で

きない列車の旅を楽しみました。遊具広場

でたくさん体を動かしたら、あっという間

にお昼になりました。芝生にシートを広げ、

お弁当の蓋を開けると「おにぎりの具は何

だろうクイズ」が始まりました。 

大好きな鮭のおにぎりを頬張りながら嬉し

そうな表情を見せていました。様々な発見

のあったピクニックでした。 

 

 

Kitara ファーストコンサートを鑑

賞して          

小学部６年 吉岡 愛琉 

 教諭 佐藤 恵美子 

市内の６年生を対象としたクラシックコン

サートに、10 月 28 日（火）札幌コンサー

トホールへ行きました。当日は、今季初の雨

まじりの雪でしたが、好きな音楽を聴きに行

くワクワクとした気持ちのため、軽い足取り

で行きました。参加校の児童 

1300 人と一緒にコンサート 

ホールの席に着き、早く聴き 

たい！待ちきれない！という 

表情で始まりを待ちました。前日予習で聴い

た「フーガ ト短調」の音楽が始まり、パイ

プオルガンの響きを全身で感じ、真剣な面持

ちでコンサートの始まりを感じ取ったよう

でした。「『アイネクライネナハトムジーク』

より第１楽章」などたくさんの有名なクラシ

ック音楽を終始穏やかに笑顔で聴き、１時間

以上のコンサートを鑑賞することができま

した。終わりに司会の方が、「コンサート楽し

かったですか。」と全体に問うと、「コンサー

ト、楽しかった」と愛琉さんも答えていたの

が印象的でした。 

札幌交響楽団の演奏を聴き、音楽の素晴ら

しさに包まれ、「本物」に触れるよい機会とな

りましたし、思い出深い雪の降る芸術の秋と

なりました。 

 

 

川上さん、3年連続３回目の優勝！  

健闘、小山内さん！ 

 中学部は１１月７日（金）に ECC を行い

ました。１２名が参加し、優勝は３年生の川

上心愛さん、札幌アカシヤライオンズ特別

賞には、１年生の小山内湊琉さんが選ばれ

ました。 

中学部 
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受賞者に拍手を送る参加者

たち 

 ECC は「 English Communication 

Contest」の略。１年生は「私の大好きな人」、

２年生は「お勧めの場所」、３年生は「あっ

たら良いな、こんな道具」という題で原稿を

考え、発表しました。    

 井上校長先生から「楽しみ、かつ自分らし

さを発揮してほしい」という旨の激励をも

らって始まった発表会。１年生はテーマに

関する映像や音声を示すなどの工夫をしま

した。２年生は事前に実習生と練習した表

現力を発揮しようと努めていました。３年

生は豊かな発想と、ALT とのやり取りを通

して、緊張するはずの舞台に和やかな笑い

を提供してくれました。 

 この大会、受賞者へのメダルと盾、全員へ

の参加賞として贈られたクオカードは、当

日も審査員としてご参観してくださった札

幌アカシヤライオンズクラブ様からご寄贈

いただきました。 

また、司会者は 

ボランティアの 

生徒２名、川上 

心愛さんと高橋 

亘さん。自身も 

発表があるのを 

顧みず、司会進行を引き受けてれくれまし

た。前身の札幌盲学校時代から続く本大会。

今年も、こうして多くの方々の支えの中で

無事、閉幕しました。 

（文責 千明） 

 

 

白石高校との交流および共同学習

の感想 

高等部普通科１年１組では、毎年、札幌白

石高校との交流及び共同学習を実施してい

ます。今年度は、10月に白石高校の生徒６

名を本校に迎え、視覚障害体験や、授業体験

を通し交流を深めました。 

11 月７日（金）には白石高校へ訪問し、

貴重な体験をさせていただきました。 

以下は、参加した１年１組２名の感想です。 

普通科１年１組 斉藤 雄聖 

白石高校の皆さんと一緒に授業を体験さ

せていただき、普通校の雰囲気を感じるこ

とができました。特に、地理の授業が印象に

残っています。視覚支援学校と比べて授業

の進め方やスピードの違いに戸惑うことも

ありましたが、いつも以上に集中して話を

聞いたり、単眼鏡や iPad を使うことで授業

に取り組むことができました。通常の環境

でも、「自分で工夫すれば何とかなる。」とい

う、自信になりました。 

普通科１年１組 溝渕 空 

言語と文化の授業では、テーマごとに 1

分ずつ話すディスカッションを通して、お

互いのことを知ることができ、親睦を深め

ることができました。また、昼休みに行って

いただいた、吹奏楽部１年生のフルート演

奏では、初めてフルートのアンサンブルを

聞きました。初めて聴く美しい音色に感動

しました。さらに、私たちのために急遽、練

習し演奏してくれたとお聞きし、本当に胸

が熱くなりました。素晴らしい演奏をあり

がとうございました。 

 

 

 

高等部普通科 
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１・２・３月の主な行事 

    

 

 

 

 

 

校外臨床実習（北海道庁での 

ボランティアマッサージ） 

専攻科理療科１年 五十嵐 律子 

１０月２２日、専攻科１年６名は、教職員

３名とともに北海道庁へ行ってきました。

道庁にて職員健康相談会が実施され、その

際、希望者に対して、マッサージの施術をさ

せていただきました。限られたスペースで

短時間の施術。普段とは違う形式でしたが、

臨機応変に対応するやり方、施術方法があ

ることを学びました。生徒１人あたり４～

６名の方を担当させていただき、終始、和や

かなあたたかい雰囲気でした。役員の方が、

健康相談会にマッサージが付くと、道職員

の参加率が上がると喜ばれていました。 

 道庁マッサージの目的の１つである、ヘ

ルスキーパーの重要性を感じていただくこ

とは確実に浸透しつつあると思いました。

まだまだ未熟ながらも皆様に喜んでいただ

けて、とてもうれしく、更に精進しようと意

欲が高まりました。貴重な体験をさせてい

ただき、ありがとうございました。 

 

 

学校祭を終えて 

専攻科理療科 2 年 秋保 侑奈 

学校祭実行委員の活動が始まってからあ

っという間に当日を迎えたわけですが、多

くの方に支えられ、無事に終えることがで

きました。 

準備段階では、私自身の欠席などもあり

いろいろと悩むことが多かったのですが、

結果として当日多くの人が楽しんでいる様

子を見たとき、そして無事に学校祭を終え

た時の達成感はいい思い出になりました。 

実行委員は自分たちで計画する力や、チ

ームワークの大切さを学ぶいい機会になる

と思います。めんどくさかったり、いやだ

ったりいろいろありますが、いい経験にな

るとプラスに考えて、皆さんにどんどんチ

ャレンジしてほしいです。 

最後に実行委員の皆さん、協力していた

だいた先生方、本当にありがとうございま

した。 

 

 

１月１６日（金） ３学期始業式（幼小中） 

                 集会（高） 

         お悩み相談週間（～30日） 

    ３０日（金） 入学者選考検査（高） 

         臨時休業日 

 ２月  ３日（火） 豆まき会（幼） 

５日（木） スノーフェスティバル（小） 

   ６日（金） 午前授業 

   １２日（木） 卒業を祝う会（普 23組） 

    １８日（水） 学年末考査（高 12）              

          ２０日（金）まで 

   １９日（木） 学年末考査（中学部） 

                   ２０日（金）まで 

３月 １日（日） 卒業・修了式（高）  

   ２日（月） 振替休日（高） 

    ６日（金） 第３回参観日 

   １１日（水） 送る会（小） 

   １９日（木） 修了・卒業式（幼小中） 

  ２0日（金） 春分の日 

  ２４日（火） 修了式（幼小中） 

         後期終業式（高） 

         離任式 

学校祭 
 

 

 

 

 

 

高等部専攻科 
 

 

 

 

 

 


